
平成™›年Ÿ月˜�日 金曜日 第œŸ��号官 報
住
所
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３
丁
目
１
番
地
２

宋
泰
樹
昭
和
5
8年
１
月
1
9日
生

住
所
岡
山
市
中
区
西
川
原
6
0番
地
７

®
光
彬
昭
和
5
8年

1
1月
６
日
生

住
所
広
島
市
東
区
山
根
町
2
7番
１
`
1
3
0
1号

將
樹
昭
和
4
0年

1
0月

1
1日
生

美
奈
平
成
３
年
８
月
７
日
生

住
所
広
島
市
西
区
福
島
町
１
丁
目
１
番
２
号

實
寶
子
昭
和
3
9年
３
月
２
日
生

住
所
広
島
県
福
山
市
伏
見
町
２
番
1
3号

羅
洋
妃
昭
和
3
2年
８
月
3
0日
生

（
オ
ラ
ン
ダ
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
官
は
、
本
日
付

け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
光

栄
を
有
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
官
は
、
更
に
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
政
府
が
前
記
の
了
解

を
受
諾
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
閣
下
の
書
簡
及

び
こ
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
す
る
と
と
も

に
、そ
の
合
意
が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
じ
、

二
千
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
租
税
を
課
さ
れ
る
額
に
つ

い
て
†
っ
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
確
認
す
る

光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
官
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣
下

に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
二
年
八
月
六
日
に
東
京
で

日
本
国
駐
在

オ
ラ
ン
ダ
王
国
臨
時
代
理
大
使

カ
タ
リ
ナ
・
マ
リ
ア
・
ト
ロ
ー
ス
テ
ル

日
本
国
外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎
閣
下

住
所
東
京
都
G
飾
区
鎌
倉
１
丁
目
2
2番

1
5号

朴
正
夏
昭
和
4
6年
８
月
３
日
生

住
所
大
阪
市
淀
川
区
宮
原
２
丁
目
２
番
1
3
`
7
0
2号

Ô
和
八
昭
和
6
2年
６
月
1
5日
生

住
所
福
岡
県
遠
賀
郡
水
巻
町
猪
熊
４
丁
目
７
番
2
0号

金
福
連
昭
和
4
2年

1
0月

1
6日
生

劉
美
咲
平
成
５
年
６
月
2
1日
生

住
所
福
岡
県
大
牟
田
市
大
字
田
隈
6
6
9番
地
５

劉
一
騎
平
成
７
年
７
月
８
日
生

住
所
岐
阜
県
可
児
市
広
見
1
4
5
6番
地
２

成
眞
五
昭
和
4
3年
１
月
3
0日
生

住
所
岡
山
市
北
区
今
保
1
2
8番
地
１

李
貴
香
昭
和
5
1年
９
月
2
7日
生

住
所
岡
山
市
南
区
福
成
３
丁
目
1
0番

4
7号

李
美
香
昭
和
6
0年

1
1月

1
6日
生

住
所
神
戸
市
長
田
区
寺
池
町
３
丁
目
２
番
１
号

李
昭
和
3
8年
８
月
３
日
生

ˆ
絹
枝
昭
和
3
9年
３
月
1
7日
生

李
眞
也
平
成
８
年
２
月
４
日
生

李
美
希
平
成
９
年
４
月
2
9日
生

住
所
神
戸
市
長
田
区
腕
|
町
３
丁
目
１
番
1
9
`
9
0
2号

南
達
也
昭
和
4
1年
３
月
９
日
生

住
所
神
戸
市
長
田
区
西
代
通
３
丁
目
７
番
１
号

南
美
津
枝
昭
和
4
3年
４
月
2
2日
生

南
幸
宏
昭
和
4
4年
９
月
８
日
生

住
所
神
戸
市
長
田
区
大
丸
町
１
丁
目
2
0番
５
号

田
宏
明
昭
和
4
3年
９
月
３
日
生

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
八
十
九
号

平
成
二
十
四
年
八
月
六
日
に
東
京
で
、
所
得
に
対
す
る

租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た

め
の
日
本
国
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
の
間
の
条
約
に
関
す
る

次
の
書
簡
の
交
換
が
オ
ラ
ン
ダ
王
国
政
府
と
の
間
に
行
わ

れ
た
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
七
日外

務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
二
千

十
年
八
月
二
十
五
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
所
得
に
対
す

る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の

た
め
の
日
本
国
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
の
間
の
条
約
（
以
下

「
条
約
」
と
い
う
。）及
び
二
千
十
年
八
月
二
十
五
日
に
東

京
で
署
名
さ
れ
た
条
約
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
議
定
書

（
以
下
「
議
定
書
」
と
い
う
。）に
言
及
す
る
と
と
も
に
、

両
政
府
間
で
到
達
し
た
次
の
了
解
を
日
本
国
政
府
に
代

わ
っ
て
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

議
定
書
６
の
規
定
に
関
し
、
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行

は
、
議
定
書
６
æ
C

に
規
定
す
る
機
関
と
さ
れ
る
こ
と
が

合
意
さ
れ
る
。

本
大
臣
は
、
更
に
、
前
記
の
了
解
が
オ
ラ
ン
ダ
王
国
政

府
に
と
っ
て
受
諾
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
書

簡
及
び
そ
の
旨
の
貴
官
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構

成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
合
意
が
貴
官
の
返
簡
の
日
付
の

日
に
効
力
を
生
じ
、
二
千
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
租
税

を
課
さ
れ
る
額
に
つ
い
て
†
っ
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
大
臣
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
貴

官
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
二
年
八
月
六
日
に
東
京
で

日
本
国
外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

日
本
国
駐
在

オ
ラ
ン
ダ
王
国
臨
時
代
理
大
使

カ
タ
リ
ナ
・
マ
リ
ア
・
ト
ロ
ー
ス
テ
ル
殿

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
四
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一
^

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町

東
納
庫
字
長
ト
ロ
一
〇

_

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
^

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町

田
峯
字
栃
栗
三
、
四
、
字
水
見
道
二
、
字
う
ば
ん
ど

う
一
六
、
字
大
日
掛
一
か
ら
四
ま
で
、
一
〇
の
一
、

字
砂
多
三
の
二
、
一
一
の
一
、
平
山
字
名
清
古
一
七

の
一
、
一
七
の
四
、
字
大
久
保
一
七

_

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
愛

知
県
庁
及
び
設
楽
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
四
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一
^

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
豊
田
市
羽
布
町
横

山
二
の
五
八
、
二
の
五
九
、
二
の
六
四
か
ら
二
の
六

六
ま
で
、
二
の
六
二
・
二
の
六
三
・
二
の
八
八
・
二

の
九
〇
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、
大
笹
一
の
二

_

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

横
山
二
の
六
二
・
二
の
六
三
・
二
の
六
五

（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

]

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

^

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

_

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
^

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
豊
田
市
上
切
町
石

畑
三
一
六
、
三
一
七
の
一
、
三
一
七
の
二
、三
一
八
、

三
一
九
の
一
、
三
一
九
の
二
、
上
使
六
八
六
の
一

_

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

石
畑
三
一
六
・
三
一
七
の
一
・
三
一
七
の

二
・
三
一
八
・
三
一
九
の
一
（
以
上
五
筆
に
つ

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

]

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

^

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

_

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
知
県
庁
及
び
豊
田
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）
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